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研究成果の概要（和文）：本研究は、我々が持続可能な社会を確立していくために、アメリカ・

カナダで 300 年来のライフスタイルを守り続け、安定的に成長しているアーミッシュシステム

をモデルとして取り上げ、彼らのシステムと現代社会のシステムを比較検討し、特に情報のな

かでも学校教育と Family Life 誌、廃棄、経済社会システムを分析することによって、持続可

能な社会のために生活側面で必要なリスクマネージメントを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：This research focused on the risk management for modern society in
order to establish the sustainable society. The analysis is made from the view points of
information, environment, and economic and social system within Amish and modern
society. Amish are people who maintain their own traditional lifestyle for more than 300
years in America and a part of Canada.
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１．研究開始当初の背景
近代社会における経済発展や情報革命は、

エネルギー問題や環境問題、情報問題、経済
社会システムの脆弱化など、様々なリスクを
表面化させた。このため、単に生産力や消費
力を高めることや、過剰な情報提供は、豊か
な生活には結び付かず、環境と共生するライ
フスタイルを獲得し、環境問題を解決するた
めの行動を促す経済社会システム、廃棄シス
テム、そしてそれらの行動を導く正確な情報
提供と情報の有効活用を促す情報システム

の確立が緊要である。つまり、現在生じてい
る、あるいは今後生じると考えられる様々な
生活に内在するリスクに対処するためのリ
スクマネージメントが持続可能な社会を築
くために重要であった。

２．研究の目的
本研究は、我々が持続可能な社会を確立し

ていくために、アメリカ・カナダで 300 年来
のライフスタイルを守り続け、安定的に成長
しているアーミッシュシステムをモデルと
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して取り上げ、彼らのシステムと現代社会の
システムを比較検討し、特に情報、廃棄、経
済社会システムを分析することによって、持
続可能な社会のために生活側面でどのよう
なリスクマネージメントが必要であるかを
明らかにすることを目的としている。

３．研究の方法
研究課題達成のため、現代社会が直面してい
る情報、廃棄、経済社会システムに焦点をあ
てたリスクマネージメントの方法を、アーミ
ッシュのシステムと比較する。
(1)アーミッシュの情報分析

情報を制限しているアーミッシュ社会に
おける情報源である、学校教育における情報、
アーミッシュ社会の情報誌である Family
Life 誌と学校教師用の情報誌 Blackboard
Bulletin 誌を分析する
(2)現代社会アメリカの情報分析

現代社会のアメリカの消費者情報誌とし
て Consumer Reports 誌を分析し、現代の情
報の在り方を明らかにした。
(3)現代社会日本の廃棄システムの分析

日本の家庭と学校給食における廃棄に関
する調査を実施し、現代社会の経済社会シス
テムを含めた現状分析をおこなった。

４．研究成果
本研究によって、アーミッシュ社会におけ

る特に情報によるリスクマネージメントが
明らかとなった。
(1)教育における情報リスクマネージメント
アーミッシュ社会では、学校教育において、

特に読み、書き、算数を主要な教科としてい
るが、それらの教科を繰り返し教育すること
によって、消費者教育の視点を加えており、
現代社会であるアメリカ社会で生活できる
ようにアーミッシュの子ども達を教育して
いる。それは、学校教育のみならず、アーミ
ッシュの家庭教育でも同様であることが、
Family Life 誌の分析と学校教育の教科書分
析から明らかとなった。また、学校の教員用
の雑誌 Blackboard Bulletin 誌の分析からも
明らかとなった。一方、現代社会のアメリカ
においては、情報量が多く、消費者が生活に
それらの情報を活用できていないことが、
Consumer Reports誌の分析結果から明らかと
なった。
(2)廃棄システムからみたリスクマネージメ
ント
アーミッシュ社会では、一般の廃棄物処理

はアメリカ社会に依存している。しかし、家
庭ごみの特に生ごみに関しては、各家庭でコ
ンポスト等で処理している。一方、現代社会
では、ごみの中でも生ごみの資源化率が最も
低く、いかに生ごみを削減するかが問題とな

っている。このため、日本の家庭 500 世帯の
ごみ調査と学校の給食の残滓調査を実施し
たところ、廃棄量が多く、ごみ処理の大きな
課題となっていることが明らかとなった。
(3)アーミッシュシステムからみた現代社会
のリスクマネージメント

アーミッシュ社会は、電気を使わないこと
で、情報をかなりコントロールしている。し
かし、アメリカ社会で生活をしていかなけれ
ばならない。このため、学校教育と家庭教育
において、情報の取捨選択を行いながらも、
基礎教育を重視することで、様々なリスクに
対応できる「生活知」を獲得していることが
明らかとなった。この方法は、現在の情報化
社会の中で、リスクに対応する能力が薄れて
いる我々が、教育の在り方を再考し、導入す
ることができる方法といえる。
(4)今後の展望

本研究では、文献による調査が主となった
が、今後は、アーミッシュの人々自身が実際
に何を考え、持続可能な社会の構築に寄与し
ているのかが分かれば、よりアーミッシュシ
ステムのリスクマネージメントが明らかに
なると考えられる。
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